する ので、 それに 注意 を 集注して 見る と、 なるほど、 

ちゃんと 書物に 記載して あると 同じような ものが 見え 

る。 いや、 見えて いたので ある。 一度 気がついて みる 

と、 どうして こんな 明白な ものが、 今まで 見えないで 

いたか、 ほと ほと 不可解に 思われる ほどに それほどに 

明瞭に 見える ので ある。 そうなる と、 今度 は、 別の 目 

的で ニコル をの ぞく 時に でも、 これが あまりに よく 見 

え 過ぎて 目的と する 他の 光 象 を 観察す る 邪魔になる の 

である。 故 野 ロ英世 博士が 狂人の 脳髄の 中から ス ピロ 

へ ー タを 検出した ときに も、 二百 個の プレ パラ ） ^を 

順々 に 見て 行って 百 九十 何番目 かで 始めて その 存在 を 



これと は 全く 縁の ない ことで は あるが、 時代 思想の 

「かたより 光線」 で 照らされた 多数の 人の 心の 目に き 

わめて はっきり 見える 主観的 生理的 影像が、 為政者 や 

教育者の 目に 見えない ことがあ ると、 いろいろな 重大 

な 騒ぎが 起こった りする。 昔からの 思想 争闘 弾圧 史は 

みんな それから 来て いる。 ある 時 はまた X の 方向に 振 

動す る 偏光 を 見て いる 一派と、 Y の 方向に 振動す る 偏 

光 を 見て いる 他の 一 派と がけん か をす る。 言う 事が 直 

角 だけち がう。 しかし、 ちょっと ニコル を 回して みれ 

ば 敵の 言い ぶん は 了解され よう。 かたよらぬ 自然 光で 

こ つ ぜん 

照らせば 妙な ブラ ッ シの 幽霊な ど は 忽然と 消滅す るで 



いろいろな 本 を 物色して みたが、 なるほど、 多くの 本 

に はこれ に関する 簡単な 記載 は あるが、 書き方が たい 

ていき わめて 概念的で、 本 を 読んだ だけで、 具体的に 

正確に 直ちに 実行に 移しうる もの は ほとんど 見つから 

なかった。 たとえば 亜砒酸 鉛 を 使用 すれば いいが、 劇 

毒で あるから 注意 を 要する と あるが、 その 注意の しか 

たは 一 言 も 書いて ないから、 この 記事 を 読んだ だけで 

はちよ つと 物知りになる だけで 実行で きない。 それで 

本の ほう は 断念して、 園芸 好きの R 研究所の 門衛 U 君 

に 教わつ て 理研製 殺虫剤 ネオ トン の やや 濃度 の 大き い 

溶液 で 目的 を 達せら れる こと を 知った。 園芸 書 の 著者 



る もの は 無い。 ところが、 自分の 研究所の W 君のに い 

さんが 奈良県の 技師 をして おられる というので、 これ 

せんぎ 

に 依頼して、 本場の 奈 良で 詮議して もらったら、 さつ 

まつ いげんたい こばいえん 

そく 松 井元 泰編 「古梅 園 墨談」 という 本 を 見つけて 送つ 

て くれたので、 始めて だいたいの 具体的 知識に 有りつ 

ま つい げんじ ゆん 

いた。 なお 後に このほかに 松 井元 惇の 「梅園 日記」 と 

いう ものの ある 事 を も 知った。 ともかく これで 製造 法 

のまね ぐらい はでき るよう になった。 自分の 最初の 搜 

し 方が 拙であった こと はたし かで あるが、 それにして 

も、 本屋に 並んで いる 書物が 「類型的」 であり 「非 独 

創 的」 であり、 「懸崖 作りの つる ばら」 のよう な もので 



話 はちが うが、 せんだって 日 比 谷で 「花壇 展覧会」 

という ものが あった。 いろいろ のばらが あった 中に、 

柱 作りの 紅 ばらの みごとな のが 数 株 並んで いた。 燃え 

ひこ ラ しょく 

るよう な緋 紅色の 花と 紫が か つ た 花と が おもしろく 入 

リ 交じって 愉快な 見 ものであった。 なんという 名のば 

らか 知りたい と 思った が、 現場に は、 品種 名の 建て 札 

もな く、 また だれの 出品 かも わからなかった。 数日後 

に また 日 比 谷で 「ばらの 展覧会」 が 開かれた ので 出か 

けて 行って、 行き当たり ばったりに 会の 係りの 人に 先 

日の 柱 作りの 品種 を 聞いて みたが わからない。 そのう 

よこ はま 

ちに、 あれ はたし か 横 浜の S 商会の 出品だった から、 



あちらの 同 商会の 出張所で 聞いて みたらいい だろうと 

教えて くれる 人が あった。 それで さっそく その S 商会 

の 陳列 所へ 行く と、 係りの 店員 は 先日の 「花壇 展覧会」 

は 見なかった から 知らない という。 いろいろ 問答 をし 

て そこに 出陳され ている 切り花 を 点検した 結果、 たぶ 

ん それ は 口— ャル • スカ ー レットと 称する 品種で ある 

らしい とい うくら いのと ころまで はやつ とこぎ つ ける 

ことができた。 

ささ い 

こんな 些細な 知識 を 求める ので も 容易な ことで はな 

い。 いやむ しろ 些細な こと だからむ つかしい かもしれ 

ない。 



学問の ほうで も 当世 流行の 問題に 関する 知識 を 求め 

ようとす る 場合 は 参考書で も 論文で も 有り 過ぎて 困る _ 

しかし そうい う 本 や 論文 を 読んだ だけで、 自分の 疑問 

のす ベて を 解かれる ためし は ほとんどない。 くすぐつ 

たいと ころに なると、 どの 本 を 見ても やっぱり、 くす 

ぐった い。 わかりき つたこと は、 どの 本 を 見ても 

めいりょう 

明瞭 である。 

実験的研究 に関する 書物 や 論文 を 読んでも 記載 を 読 

んだ だけで、 そのと おり やっても できない こと はよ く 

ある。 肝心の 要訣が ぼかして ある 場合が 多 いのは 著者 

の 故意 か 不親切 かひと り 合点 かわから な い。 芸術家 も 



ちょうせん 

朝鮮 の 河川の 流域 変更に 関する もの だそう である。 

なるほど、 新聞記事の どこに も、 当人 自身が その 論文 

を よんだ と はつ きり 書いて はな か つた かもしれ ない。 

河川の 流域 を 変ずれば、 なるほど 黄海に 落ちる はずの 

水 を 日本海に 入れる 事 も 可能で ある。 しかし、 新聞 記 

事の 多数の 読者に は、 どうしても、 当人が 登壇して 

とラ と-つ 

滔々 と 論じた かの ごとく、 また 黄河の 水 を 大きな バケ 

ッか何 かで、 どんどん 日本海へ くみ 込む かと 思わせる 

ようになって いるので ある。 その ほうがなる ほどた し 

かにお もしろ いに は 相違ない ので ある。 一種の 芸術と 

して は 実に 感嘆すべき ものであるが、 犠牲になる 学者 



の 難儀 もまた 少々 ではない ので ある。 

この 術 は 決して 新しい ものではなくて、 古い 古い 昔 

から、 時には 偉大なる 王者 や 聖賢に より、 時には さら 

かんしん 

により 多く 奸臣の 扇動者に よ つ て 利用され て 来た もの 

である。 前者の 場合に は 世 道 人心 を 善導し、 後者の 場 

じょ ラらん 

合に は 惨禍と 擾乱 を 巻き起こした 例が はなはだ 多い 

ようで ある。 いずれも とにかく 人間の 錯覚 を 利用す る 

ものである。 

もしも 人間の 「目」 が 少しも 錯覚の ない もので あつ 

たら、 ヒ トラ— もレ— ニン もた だの 人間で あり、 A 一 

みはら やま 

A 事件 も B 一 B 事件 も 起こらず、 三 原 山 も にぎわわず 



ョ ー ョ— も 物理的 玩具で あるが、 あれはだい たいは 簡 

単な 剛体 力学の 原理で すべてが 解釈され る。 しかし こ 

の 獅子の ほう は 複雑な 渦流が 複雑な 面に 及ぼす 力の 問 

題 を 包んで いる。 飛行機と 突風との 関係に 似て いっそ 

う 複雑な 場合で あるから、 世界 じゅうの 航空 力学の 大 

家で も 手 こずら せる だけの 難題 を 提供す るか もしれ な 

ヽ o 

レ 

このお もちや は、 たしかに 二十 年 も 前に やはり 夜店 

で 見た ことがあ るから、 かなり 昔から あるか もしれ な 

い。 もし これが 日本人の 発明 だとしたら たしかに 自慢 

のでき る ものである。 事によると シナ から 来た かもし 



り 人形の 糸の 代わりに 空気の 渦 を 使って いるの だから 

驚く 価値が あるので ある。 これ もや はり 錯覚 を 利用す 

る 芸術で ある。 

それが、 昭和 八 年の 夜店に 現われた ところ を 見る と、 

昔の 紙の 障子 は セルロイドの 円筒形 スクリ —ンに 変 

わって いる。 売り手の よごれた 苦い じいさん は、 洋服 

姿の モダン ボ— ィに 変わって いる。 しかし 団扇の 使い 

ヴァ— チュ オシ ティ 

方に 見られた あの 入神の 妙 技 はもう 見られない。 

獅子 は バタ バタと チヤ— ルス トン を 踊る だけで ある。 

な る ほど - ^ の ほうが ほ がら か で 現代的 で 見る のに 骨が 

折れない。 一目 見れば 満足して 次の 店に 移って 行かれ 



る。 忙しい 世の中に 適して いる。 

大正から 昭和へ かけての 妙技 無用 主義、 ジャズ • レ 

ビュ— 時代が どれ だけ 続いて、 その後に また 少し 落ち 

着いて ゆっくり 深く 深く 掘り下げて 洗練 を 経た ものが 

喜ばれ 尊重され る 時代が 来る か、 天文学者が 遊星の 運 

動 を 観測して いるよう な、 気長い 気持ちで 見て いるの 

もまた 興味の ない ことで はない。 

(昭和 八 年 八月、 中央 公論) 
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